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ＬＡＮ配線の疑問にお答えします 

情報配線システム標準化専門委員会 

ＬＡＮ配線技術セミナー2017 

ツイストペア情報配線システム標準化Ｇ 主査 
日本製線株式会社 浅香 芳晴 
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ツイストペア情報配線システム標準化Ｇメンバー企業 

・パナソニック株式会社    

【順不同】 

・パンドウイットコーポレーション  

・倉茂電工株式会社        ・コムスコープ・テクノロジーズ・ジャパン 

・通信興業株式会社         ・株式会社ＴＦＦ フルーク・ネットワークス社 

・日本製線株式会社              ・R&M Japan 株式会社 

・冨士電線株式会社              ・株式会社アクシオ 

・日本コネクト工業株式会社   ・NTTコミュニケーションズ株式会社 

・一般社団法人電線総合技術センター              

                         株式会社 
・岡野電線株式会社 

・富士通ネットワークソリューションズ 

                     合同会社 
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ＬＡＮ配線ガイド -トラブルシューティング編- 

3 

• 2006年のトラブルシューティングガイドのアップデート版 
 
• 2016年3月発行 
 JEITA刊行物、PDFファイル 
 
• 施工時/後、 想定される不良原因 
 について解説 
 
 ツイストペア配線における一般的な不良原因 
  について 
 正しいリンクモデルの選択 
 テスト結果の見方、レポート解読上の留意事項 
 チャネル試験とパッチコード試験について 
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ＬＡＮ配線ガイドの事例紹介 

Ｑ＆Ａ にて解説 

Ｑ＆Ａにて解説 
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ＩＳＯ/ＩＥＣ １１８０１、ＪＩＳ Ｘ５１５０、ＡＮＳＩ/ＴＩＡ-５６８-Ｃとの位置づけについて 
ＩＳＯ/ＩＥＣ １１８０１（ＪＩＳＸ５１５０）の「クラス」と「カテゴリ」の違いについて 
ＲＪ４５プラグ付の「Ｃａｔ．７」と表記された製品について 
エイリアン・クロストーク測定の要求について 
１０ＧＢＡＳＥ－Ｔにおける、ＩＳＯ/ＩＥＣ規格とＡＮＳＩ/ＴＩＡ規格の差について 
１０ＧＢＡＳＥ－Ｔで使用する部材について 
ケーブル規格 ＩＥＣ ６１１５６について 
「ｄＢ」ルールについて 
＊ＰＡＳＳ(マージナル合格)について 
パッチパネル設置について 
ＰｏＥに使用するＬＡＮケーブルについて 
カテゴリ８について 
ＩＥＥＥ８０２．３ｂｚ/ＮＢＡＳＥ-Ｔ(２.５G/５G)について 
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Ｑ１ 
ＩＳＯ/ＩＥＣ １１８０１、ＪＩＳ Ｘ ５１５０、 
ＡＮＳＩ/ＴＩＡ-５６８-Ｃ との位置づけを教えてください。 
また、各規格の特徴と違いを教えてください。 
 Ａ１ 
 ＩＳＯ/ＩＥＣ １１８０１は国際規格、ＪＩＳ Ｘ ５１５０はＩＳＯ/IEC １１８０１を 
 日本語訳した日本の規格、ＡＮＳＩ/ＴＩＡ-５６８-Ｃは、アメリカの規格であります。 
 これらの規格は、配線システムの構造と最小の構成、確保すべき伝送性能や 
 施工要件や検証の手順を規定した文書であります。 

国際規格 国家規格 

ISO 
国際標準化機構 

IEC 
国際電気標準会議 

ISO/IEC 11801 JIS X 5150 

TIA 
米国通信工業会 

配線規格 

JIS 
日本工業規格 

ANSI 
アメリカ規格協会 

翻訳 
TIA-568-C 
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ISO/IEC 11801 ISO/IEC 11801 は、構内情報配線システムの国際規格であり、 
非常に適用範囲が広く、平衡メタル配線と光ファイバー配線の両方に対
応しています。 
 

JIS X 5150 情報配線システムの国際規格であるISO/IEC 11801 を翻訳し、 
技術的内容および規格書の様式を変更することなく作成した 
日本工業規格です。 
1996 年に JIS X 5150 として発行され、その後、2004 年版がながらく使
われてきましたが、2016 年 2 月に改訂されました。 
 

ANSI/TIA 米国で策定された規格ですが、日本で製造・販売されている 
配線部材のほとんどが、この規格にも基づいています。 
4 分冊から成り、ISO と同様に情報配線および配線部材に 
ついて詳細に規定しています。なお、この規格はオフィス 
ビルでの利用を前提としており、データ・センター向けの 
配線規格は、TIA-942 が定められています。 
 

Ａ１（つづき） 
各規格の特徴と違いについて 
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Ｑ２ 
ＩＳＯ/ＩＥＣ １１８０１（ＪＩＳ Ｘ ５１５０）の「クラス」と 
「カテゴリ」の違いについて教えてください。 
 Ａ２ 
 「クラス」は、チャネル、パーマネントリンク及びCPリンクの配線性能に対する区分です。 
  
 「カテゴリ」は、それぞれの構成部品（ケーブル、プラグ、ジャック、コード）の性能に対する 
 区分です。 

周波数 
ISO/IEC 11801(JIS X 5150) ANSI/TIA 568-C 

部材性能 配線性能 部材性能 配線性能 

～ 100MHz   カテゴリ 5  クラス D   カテゴリ 5e   カテゴリ 5e 
～ 250MHz   カテゴリ 6  クラス E   カテゴリ 6   カテゴリ 6 
～ 500MHz   カテゴリ 6A  クラス EA   カテゴリ 6A   カテゴリ 6A 
～ 600MHz   カテゴリ 7  クラス F     －     － 
～ 1,000MHz   カテゴリ 7A  クラス FA     －     － 

～ 2,000MHz 
  カテゴリ 8.1  クラス Ⅰ 

  カテゴリ8   カテゴリ8 
  カテゴリ 8.2  クラス Ⅱ 
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Ｑ３ 
ＲＪ４５プラグ付の「Ｃａｔ．７」と表記されたパッチコード 
が販売されておりますが、これについて教えてください。 
これは、Ｃａｔ．７の性能はあるのでしょうか。 

9 

Ａ３ 
 ＲＪ４５プラグではＣａｔ．７性能を満足することはできません。 
 よって、これは不適切な表現であり「誤表記」と考えられます。 
   
 Ｃａｔ．７性能を満足するプラグは、一般的にTERA、ＧＧ４５、ＡＲＪ４５コネクタであり、 
 よって、「Ｃａｔ．７」と表記された ＲＪ４５プラグ付コードは、Ｃａｔ．７の性能を満足して 
 おりません。 
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Ｃａｔ.７コネクタとはＲＪ４５プラグとは異なる形状！ 

ＡＲＪ-45  IEC 61076-3-110 
 ・RJ45との互換性なし 

GG-45  IEC 60603-7-7 
※RJ45使用時は、Cat.7として使用できません  

TＥＲＡ  IEC 61076-3-104 
 ・RJ45との互換性なし  

Cat.5e 

Cat.6 

Cat.6A 

出展元：The Siemon Company ホームページ 出展元：Stewart Connector ホームページ 

出展元：Nexans ホームページ、You Tube 

Ａ３（つづき） 

GG45 RJ45 GG45 

TERA TERA ARJ45 

RJ45 IEC 60603-7 

Cat.7 

Cat.7 ARJ45 
Cat.7 
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Ｑ４ 
１０ＧＢＡＳＥ－Ｔ配線では、ＩＳＯ規格、ＴＩＡ規格にて 
エイリアン・クロストーク測定の要求があります。 
測定不要を謳ったメーカ品もあり、規格内容を教えて 
ください。 

Ａ４ 
 規格では、エイリアンクロストーク測定の方法について詳細な内容が記載されて 
 おりますが、「測定が必要／不要」とは明記されておりません。よって、ＵＴＰ配線、 
 シールド配線ともにエイリアンクロストーク測定が必要となります。 
 
 但し、シールド配線に限り、ＩＳＯ／ＩＥＣ １１８０１ 、ＪＩＳ Ｘ ５１５０※（６．４参照） 
 では、ある一定の条件を満たした配線に対しては、現場でのエイリアンクロストーク 
  測定は不要（設計によって適合）としております。     

※：本委員会では、エイリアンクロストークに関する各メーカが独自に定めた 
   品質保証に対するコメントはいたしかねますので、ご了承ください。 
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Ａ４ 
- ある一定の条件を満たした配線とは - 

ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２０１６では、６.４.１５項にシールド配線において 
「チャネルカップリングアッテネーションが要件を満たしていれば、 
エイリアンクロストークは設計によって適合する」と記載されております。 

出展元：JIS X 5150：2016 
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Ｑ５ 
１０ＧＢＡＳＥ－Ｔにおいて、ＩＳＯ/ＩＥＣ規格、 
ＡＮＳＩ/ＴＩＡ規格 ２つの規格があるのですが、 
差はあるのでしょうか。 

Ａ５ 
 規格での差はありますが、１０ＧＢＡＳＥ－Ｔを行う上で、どちらの規格においても 
 通信が可能であります。 
 
 10GBASE-Tの伝送を保障するためには、ＩＳＯ／ＩＥＣ規格では、クラスＥＡ以上 
 ＡＮＳＩ／ＴＩＡではカテゴリ６Ａのチャネル性能が必要となります。 
 
 クラスＥＡの方が、カテゴリ６Aよりも、IL（挿入損失）、NEXT（近端漏話減衰量）が 
 厳しい規格値となっております。 
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Ｑ６ 
１０ＧＢＡＳＥ－Ｔで使用する部材は、各規格の 
Ｃａｔ．６Ａの部材を使用すれば問題ないでしょうか。 
 
Ａ６ 
 全てカテゴリ６Ａ(ＪＩＳ規格)、カテゴリ６Ａ(ＴＩＡ規格)の部材で構築すれば 
 問題ありません。  
 
 Ｃａｔ．５ｅ、Ｃａｔ．６との組み合わせをした場合には、１０Ｇｂｐｓの速度が 
 でないため、1Ｇｂｐｓ程度の通信速度となる恐れがあります。 
 また、相応の施工をすることも大事であります。 
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Ｑ７ 
ＪＩＳ Ｘ ５１５０にケーブル規格としてＩＥＣ ６１１５６が 
引用されておりますが、この中には、カテゴリ５～７Ａまでの 
規格値が記載されているでしょうか。 

Ａ７ 
 ＩＥＣ６１１５６-５（水平配線）、ＩＥＣ ６１１５６-６（ワークエリア配線）に 
 ケーブル諸特性が記載されております。 

ＩＥＣ61156-5、IEC61156-6より抜粋 

主な特性 
Conductor resistance 
Resistance unbalance 
Resistance unbalance between pairs 
Insulation resistance 
Mutual capacitance 
ＩＬ 
ＲＬ 
ＮＥＸＴ、ＰＳＮＥＸＴ、ＰＳＡＮＥＸＴ 
ＡＣＲ－Ｆ、ＰＳＡＣＲ－Ｆ、ＰＳＡＡＣＲ－Ｆ 
ＴＣＬ、ＥＬＴＣＴＬ 
Coupling attenuation 
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Ｑ８ 
「ｄＢルール」に関して教えてください。 
 
Ａ８ 
 フィールドテスタで試験するチャネル、パーマネントリンク及びCPリンクについて 
 適用されるルールであります。構成部材には適用されません。 
 
 挿入損失の測定結果が非常に小さい場合、その周波数における漏話特性と 
 反射減衰量については、測定結果によらず試験結果を合格判定することが 
 でき、これを「ｄＢルール」と呼んでおります。 
 

出展元：ＬＡＮ配線ガイド トラブルシューティング編 
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Ａ８（つづき） 
 データ信号の伝送特性として、挿入損失の値が小さければ、 
 データの送受信を行う上で十分なＳ/Ｎ比を確保することが可能である。 
 このため、挿入損失の測定結果が規定値以下となる周波数範囲においては、 
 その周波数範囲の部分で試験結果が不合格となっても合格とみなすことが 
 できる。この試験判定の方法を一般的に3dB/４dBルールと呼ばれている 
 

出展元：ＬＡＮ配線ガイド トラブルシューティング編 

ＩＳＯ（ＪＩＳ） ＴＩＡ 

３ｄＢルール 参考値とする 参考値とする ＩＬが「3dBを下回る」周波数におけるＲＬは参考値 
となり、この部分が規格値を下回る測定値でも合格 
判定となる。 

４ｄＢルール 参考値とする なし ＩＬが、「4dBを下回る」周波数における漏話性能は 
参考値となり、この部分が規格値を下回る測定値 
でも合格判定となる。 
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Ａ８（つづき ) 
 3ｄＢルールについての詳細解説 
 ＩＬ の測定値（青色の ＩＬ 測定値）が 3dB （赤い dB ルール値）に満たない 
 範囲（dB ルール 適用範囲）における、 ＲＬ の実測値（紫色の ＲＬ データ）は、  
 ＲＬ のリミット値（茶色のＲＬ 規定値）をオーバーしていますが、試験結果の 
 判定としては、合格として扱われます。 

出展元：ＬＡＮ配線ガイド トラブルシューティング編 
     構内情報配線システム JIS X 5150:2004 用語解説集 

※ここに示す測定グラフはあくまで解説用のイメージ図であり、実測データに基づくものではありません。実
際の測定では配線長に応じて挿入損失値と共に反射減衰量も変動します。 
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Ｑ９ 
フィールドテスタの＊ＰＡＳＳ(マージナル合格) 
について教えてください。規格では「合格」なのでしょうか。 

Ａ９ 
 測定値は、ある確率の元、真値に対する誤差をもっており、この誤差を含めて 
 測定器は合否の判定を行っています。したがって、次のことがいえます。 
 
マージナル合格：    
  測定結果は合格であるが、 
  不合格の可能性が残っている。 
  →合格として扱うことができる。 
 
マージナル不合格： 
  測定結果は不合格であるが、 
  合格の可能性が残っている。 
  →不合格として扱う。 
 

出展元：ＬＡＮ配線ガイド トラブルシューティング編 
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Ｑ１０ 
LANケーブル配線においてパッチパネルの設置を 
求められています。制御盤内に設置するHUBと外部から 
配線される部分であり、HUBを設置しているので改めて 
パッチパネルを設ける必要はないと考えています。 
パッチパネル設置に関して、何らかの規格（ＩＳＯ、ＪＩＳ、 
ＴＩＡ）で定められているのでしょうか。 

Ａ１０ 
 規格で定義されており、規格に準じて設計することが望ましいです。 
 

 ・JIS X 5150 箇条5 情報配線システムの構造 
 ・ISO/IEC 11801 5. Structure of the generic cabling system （JIS X 5150と同じ） 

 ・ANSI/TIA-568.0-D 4 TELECOMMUNICATIONS CABLING SYSTEM STRUCTURE 

長期間の利用に対応できる配線システム構築が求められており、 
端末移動等によるレイアウト変更等で大規模な配線工事が不要となる。 
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Ｑ１１ 
ＰｏＥに使用するＬＡＮケーブルで質問があります。 
ＰｏＥデバイスの供給電圧は最大57Ｖですが、UL 20276 （80℃，30V） 
対応 といったUL認証ケーブルや、定格電圧表示のない一般的なＬＡＮケーブルを 
ＰｏＥ用途で使用するのは問題ありますでしょうか。 
ＩＳＯ規格とＴＩＡ規格では、どのように規定されているのでしょうか。 
 Ａ１１ 
 ＵＬ２０２７６は、機器内配線用の規格であり、構内情報配線用に適用される規格では 
 ありません。 
  
 また、構内情報配線用であれば、ＩＳＯ/ＩＥＣ ＴＳ２９１２５規格に「最大６０Ｖ」と 
 記載されており、一般的なＬＡＮケーブルであれば最大６０ＶでありＰｏＥ用途として 
 使用できます。 
 
 定格３０Ｖと表示されておりますが、最大６０Ｖの電圧で使用しても問題ありません 
 
 また、ISO/IEC 11801 ed2.2 Annex F サポートするアプリケーションとして、 
 CLASS Dチャネルで、PoE＋をサポートすることが記述されています。 
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Ｑ１２ 
カテゴリ８とは何でしょうか。 

Ａ１２ 
 カテゴリ８は、データセンター向け、最大配線長３０ｍの２５Ｇ/４０ＧＢＡＳＥ－Ｔ 
 高速ＬＡＮとして使用される配線性能、部材性能のことです。 
 
 ２５Ｇ/４０ＧＢＡＳＥ－Ｔの伝送規格は、ＩＥＥＥ８０２．３ｂｑとして2016年9月に 
 制定されました。 
 
 配線規格は、ISO/IEC-11801 Ed.3 Cat.8.1, Cat.8.2 （2018年初旬予定）と、 
 ANSI/TIA-568-C.2-1 カテゴリ8 （2016年6月制定)となります。   
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Ａ１２ 
 ダイレクト接続のサポートを要件としており、リンク中の最大接続数は 
 2ヶ所です。 

イーサネット 
ネットワークの速度 

伝送規格 情報配線規格のカテゴリー 
最大 
配線長 

25Gbps 
(データセンター向) 

25GBASE-T 

ANSI/TIA-568-C.2-1 Cat.8 2016年6月制定 

30m 
ISO/IEC 11801 Ed.3 Cat.8.1,Cat.8.2 2018年初旬制定予定 

ISO/IEC TR 11801-
9905 

Cat.7A, 
2018年初旬制定予定 

30m 

Cat.7,Cat.6A 12m 

40Gbps 
(データセンター向) 

40GBASE-T 

ANSI/TIA-568-C.2-1 Cat.8 2016年6月制定 

30m 
ISO/IEC 11801 Ed.3 Cat.8, Cat.8.2 2018年初旬制定予定 

機器 機器 
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Ｑ１３ 
ＩＥＥＥ８０２．３ｂｚ/ＮＢＡＳＥ-Ｔ(２.５Ｇ/５Ｇ)について 
教えてください。 

Ａ１３ 
 1Gbpsを超える無線LAN規格（IEEE802.11ac)の登場で有線LANの部分が 
 ボトルネックとなり、Cisco, Intel, Broadcom, などがNBASE-Tアライアンスを 
 設立し、２.５Ｇｂｐｓ/５ＧＢＡＳＥ－Ｔ規格（IEEE802.3bz 2016年10月制定）を 
 策定しました。 
 

 既存のCat.5e又はCat.6のUTPケーブルを使用して２.５Ｇｂｐｓ/５Ｇｂｐｓへの 
 伝送向上が可能となります。 

スイッチングハブ 
1G/2.5G/5G/10G 

無線AP 
＞1Gbps 

無線AP 
＞1Gbps 

サーバー 
10G サーバー 

1G 

2.5GBASE-T 
Cat.5e UTP 5GBASE-T 

Cat.6 UTP 

10G Cat.6A 

1G 
Cat.5e 

配線例 
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Ａ１３ 
 敷設されたケーブリングシステムの割合は、Cat5e、Cat6で 
 ８２％をしめており、Cat.6A以上は１８％で、大半の既設配線が 
 10GBASE-Tをサポートしておりません。 
 よって、既存のCat.5e、Cat.6を利用し、機器をリプレースすれば 
 1000BASE-Tから通信速度を向上させることが可能で、ユーザーにとっては 
 大きなメリットとなるアプリケーションです。 
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Ａ１３ 
 バンドル長が長いと、エイリアンクロストークによる影響で、 
 リスクが高くなります。  

0m <=  Bundled cabling length <= 20m   Category 5e  
  

Category 6   
  

Category 6A  
  

2.5GBASE-T         
5GBASE-T         
        
20m <=  Bundled cabling length <=  75 m   Category 5e  

  
Category 6   

  
Category 6A  

  
2.5GBASE-T         
5GBASE-T         
        
75m <=  Bundled cabling length <=  10 0m   Category 5e  

  
Category 6   

  
Category 6A 

  
2.5GBASE-T         
5GBASE-T         
        
ALSNR   Risk     

  
   High                 Medium                 Low                     

None 

None 

None 
None 

None 

None 

75m以上 
 
リスクが高い 

20m以下 
 
 
リスクが低い 

高速無線ＡＰ  
IEEE802.11ac 

高速無線ＡＰ  
IEEE802.11ac 

高速無線ＡＰ  
IEEE802.11ac 

高速無線ＡＰ  
IEEE802.11ac 

スイッチングハブ 

ケーブルバンドル長とリスク 
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問合せ先 

 一般社団法人 電子情報技術産業協会 

情報配線システム標準化専門委員会 

ツイストペア情報配線システム標準化G 

TEL：03-5218-1059  

E-mail: k-kitada@jeita.or.jp  
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情報配線業界の発展のため業界各社の 

皆様の参加をお待ちしております。 


